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　町内の競技人口が減少している剣道。先輩たちが学童
の指導にあたり、日々鍛錬することで新たな歴史の幕を
開けようと努力しています。（関連記事は P13）
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①
避
難
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
避
難
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
ま
で
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
学
校
や
公
共
施
設
、
各
地
区
の
公
民
館
等
が
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
役
場
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

 

避
難
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

 

逃
げ
方
を
覚
え
ま
し
ょ
う

 

大
雨
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

１時間に 20 ㍉以上、または
降り始

めてから 100 ㍉の降雨量に
なったら

注意しましょう。
土石流は速度が速いため、土

砂の流

れる方向に対して直角に逃
げましょ

う。
日ごろから家族全員で避難

場所や避

難する順路を決めておきまし
ょう。
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こ
ん
な
現
象
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を

こ
ん
な
現
象
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち

て
く
る

が
け
に
割
れ
目
が
見
え

る

が
け
か
ら
水
が
わ
き
出

て
い
る

山
鳴
り
が
す
る

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の

に
、
川
の
水
位
が
下
が
る

川
の
流
れ
が
濁
り
、
流

木
が
混
ざ
り
は
じ
め
る

斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で

き
る

が
け
崩
れ

土
石
流

地
す
べ
り
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存
知
で
す
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避
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準
備
情
報

避
難
準
備
情
報

避
難
行
動
に
時
間
が
か
か
る
人

は
避
難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
そ

の
他
の
人
は
、
避
難
準
備
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

避
難
勧
告

避
難
勧
告

避
難
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
指
示

避
難
指
示

避
難
し
て
い
な
い
人
は
、
直
ち

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
余

裕
が
な
い
場
合
は
、
生
命
を
守

る
最
低
限
の
行
動
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

町
か
ら
の
避
難
準
備
情
報
の
確
認

町
か
ら
の
避
難
勧
告

避
難
指
示
の
発
令
を
確
認

避
難
に
時
間
が
か
か
る
人
は
避
難

開
始
。
そ
の
他
の
人
は
避
難
準
備

避
難
所
へ
避
難
開
始

自
主
防
災
組
織
も
し
く
は
町
へ
連
絡

前
兆
現
象
を
発
見

大雨・台風が近づいてきた

避難までの流れ

前兆現象を発見！

パラ

パラ

ミシミシ

　

地
球
温
暖
化
が
進
展
し
、
極
端
な
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
増
加
、
激
甚
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
年
、
鹿
児
島
県
で
も
記
録
的
な
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
土
砂
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
災
害
が
多
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
期
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
６
月
を
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

と
し
て
、
土
砂
災
害
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
防
災
意
識
の
普
及
や
警
戒
避

難
体
制
の
整
備
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、
土
砂
災
害
に
よ
る
町
民
の
生
命
や
身
体
、
財
産
の
被
害
防

止
を
図
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
豪
雨
な
ど
に
よ
り
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
箇
所
を
２
７
０
箇
所

指
定
し
て
い
ま
す
。
身
の
回
り
に
も
危
険
な
場
所
が
な
い
か
、
自
宅
の
裏
山
を
見
た
り
、
避
難
路

や
避
難
場
所
を
家
族
で
確
認
し
た
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

連
絡
体
制

連
絡
体
制

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
態

に
な
っ
た
場
合
、
安
否
確
認
の

伝
言
を
録
音
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

連
絡
先
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

◎
前
兆
現
象
の
発
見
・
避
難
支

　

援
・
災
害
発
生
・
避
難
所
の

　

開
設
状
況

　

長
島
町
役
場
総
務
課

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

◎
け
が
人
が
出
た
・
人
命
救
助

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　

１
１
９
番
も
し
く
は

　

℡
（
86
）
０
１
１
９

伝
言
の
録
音
方
法

１
７
１
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

　

ガ
イ
ダ
ン
ス

録
音
の
場
合
１
を
ダ
イ
ヤ
ル

　

ガ
イ
ダ
ン
ス

０
９
９
６
（
×
×
）
×
×
×
×

伝
言
の
再
生
方
法

１
７
１
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

　

ガ
イ
ダ
ン
ス

再
生
の
場
合
２
を
ダ
イ
ヤ
ル

ながしまながしま 22広報広報Town_Nagashima  Public  RelationsTown_Nagashima  Public  Relations33



　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
け
は
、
受
給
者
に
義
務
付
け

ら
れ
た
も
の
で
、
６
月
１
日
現
在
の

状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
給
す
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

届
け
出
を
さ
れ
な
い
場
合
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の
手

当
（
平
成
21
年
10
月
支
給
分
か
ら
）

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
、
現
況
届
の
用
紙
を

発
送
し
て
あ
り
ま
す
。

○
提
出
期
限

　

平
成
21
年
６
月
30
日
（
火
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
現
況
届

　

②
印
鑑

　

③
受
給
者
（
通
知
の
宛
名
の
人
）

　
　

の
健
康
保
険
証
ま
た
は
年
金
加

　
　

入
証
明
書
※
国
民
年
金
加
入
者
は
不
要

○
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い
た
だ

　

く
も
の

・
平
成
21
年
１
月
１
日
時
点
で
長
島

　

町
に
住
所
が
な
か
っ
た
人

　

①
平
成
21
年
度
児
童
手
当
用
所
得

　
　

証
明
書
（
平
成
21
年
１
月
１
日
時
点
で

　
　
　

住
所
の
あ
っ
た
市
区
町
村
で
発
行
）

・
児
童
と
別
居
さ
れ
て
い
る
人

　
（
住
民
票
が
別
住
所
と
な
っ
て
い
る
人
）

　

①
別
居
し
て
い
る
児
童
の
住
民
票

　
　

謄
本
（
世
帯
全
員
の
も
の
）

　

②
生
計
監
護
同
一
申
立
書

　
　

※
役
場
に
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

・
振
込
口
座
を
変
更
し
た
い
人

　

①
受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳

◎
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
・
総
合
管
理
課

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
１
１
２

６月中に児童手当の現況届を

●町民プール ( 鷹巣 ) とＢ＆Ｇプール ( 指江 )

町民プール ( 鷹巣 ) Ｂ＆Ｇプール ( 指江 )

開放日
７月 30 日～８月 30 日
　（月曜日は休み）
※７月 28 日の町水泳記録会
までは、小学校が使います。

７月 21 日～８月 30 日
　（月曜日は休み）

開 放 時 間 午前 10 時～午後５時まで

休 憩 時 間
午後０時から午後１時までは、休憩時間とします。
※１時間に 10 分は休憩時間とし、必ずプールから上がっ
てもらいます。

入場料
町内　大人 100 円　小中高生 50 円
　( 町外者は 2 倍 )
※小学生未満は無料ですが、同伴者がいなければ入場でき
ません。

●Ｂ＆Ｇ艇庫 ( 蔵之元 )

開　放　日
夏休み期間中　７月 21 日～８月 30 日まで
　（月曜日は休み）
※事前の予約が必要です。利用される団体等は、１週間前
までに社会教育課へご連絡ください。

開 放 時 間 午前１０時～午後５時まで

休 憩 時 間 午後０時から午後１時までは、休憩時間とします
※１時間に 10 分は休憩時間とします。

使 用 料 町内の小中高生　カヌー１艇 1 時間当たり 100 円
大人　カヌー１艇１時間当たり 200 円

プールと艇庫を開放します

◆プール業務パート職員の募集
　勤務期間：町民プール　７月 30 日～８月 30 日　　Ｂ＆Ｇプール　７月 21 日～８月 30 日
　募集人員：一般 4 人、高校生 10 人
　業務内容：場内の監視および清掃
　勤務時間：午前９時～午後５時
　賃　　金：一般：時給７８０円、高校生：７００円
　申込期限：平成 21 年７月 3 日（金）までに社会教育課へご連絡ください。
◎問い合わせ先
　長島町教育委員会　社会教育課　℡（86）1111　内線 2233

愛　　　称

愛称の理由・意味

氏　　　名

住　　　所

年　　　齢 電話番号

※応募用紙は、町民福祉課または総合管理課の窓口に設置してある応募箱に入れてください。（コピー可）

◎問い合わせ先＝役場事業推進課　℡（86）1111　内線 1266

切り取り

平成 22年春、黒之瀬戸大橋公園内に物産館がオープンする予定です。
そこで、長島の玄関口にふさわしく、地域住民に親しんでもらえる愛称を町民の皆さ
んから募集します。
たくさんの応募をお待ちしています。

応募期間　６月 15 日（月）～７月 10 日（金）

応募資格　長島町に住所のある人

応募方法　応募用紙１枚につき１点、一人何点でも応募可。町民福祉課または総合管

　　　　　
理課に設置してある応募箱に入れる。児童・生徒は学校を通じて応募する。

　  賞　　  名付け親大賞　１人　（長島町商工会商品券 10,000 円分）

　　　　　
名付け親賞　３人　（長島町商工会商品券 3,000 円分）

　　　　　特別賞　10 人　（長島町商工会商品券 2,000 円分）

選　　考　物産館愛称選定委員会により決定します。

ステキな名前

待ってま～す！
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

お
か
あ
さ
ん
の
パ
ン
ツ

山
岡  

ひ
か
る  
著

ココロノウタ
今井  絵里子  著

　女の子のパンツをお母さんがはいたら・・・。お母さんから
は「しつれいしちゃう」という声が聞こえてきそうだけど、子
どもはとてもよろこびます。
　とても楽しい本です。

　
「
ど
ん
な
時
も
笑
っ
て
い
よ
う
ね
」
聴
覚
障
害
の
息
子
と
歩
ん

で
き
た
４
年
間
と
、
こ
れ
か
ら
の
願
い
を
綴
っ
た
コ
コ
ロ
つ
な
ぐ

エ
ッ
セ
イ
集
で
す
。

夏
の
山
母
の
ぬ
く
み
の
夕
陽
さ
す　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

雨
や
ん
で
ど
つ
か
と
近
く
夏
の
山　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

見
え
初
め
し
嬰こ

の
黒
目
が
ち
風
薫
る　
　
　

淵
脇　
　

護

歓
迎
に
鰹
頭び

ん
たの

胡あ
ぐ
ら座

か
な　
　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

学
級
園
整な

ら

し
て
春
を
惜
し
み
け
り　
　
　
　

迫
口　

君
代

次
ぎ
次
ぎ
に
咲
く
花
の
あ
り
夏
の
山　
　
　

大
堂　

早
苗

花
柄
の
ス
カ
ー
ト
ゆ
れ
て
風
薫
る　
　
　
　

関　

佳
代
美

吹
上
の
白
砂
浜
に
て
掘
り
し
貝
拉
致
さ
れ
し
二
人
忍
び
頂

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

吾
が
島
に
若
葉
の
山
並
続
き
ゐ
て
白
き
風
車
は
長の

ど
か閑

に
ま

わ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

わ
が
庭
に
出
で
て
見
下
ろ
す
春
の
潮
引
き
つ
つ
夕
つ
日
に

輝
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

留
守
の
戸
に
友
置
き
く
れ
し
獲
り
た
て
の
春
馬
鈴
薯
は
匂

に
お
ひ

や
か
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

人
の
手
の
及
ば
な
い
恵
み
地
に
あ
ふ
れ
大
根
の
花
広
び
ろ

と
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

葉
桜
に
鷹
巣
城
の
色
映
ゆ
る
伊
唐
島
山
真
向
ひ
に
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

朝
日
射
す
電
線
に
止
ま
り
鳴
き
合
ひ
て
毛
づ
く
ろ
い
等
す

る
番
つ
が
い

の
燕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

竹
林
親
竹
子
竹
穂
の
並
ぶ
辺
り
の
里
家
に
鯉
幟の

ぼ
りた

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

片
麻
痺
の
友
訪
ね
来
て
吾
が
夫
に
妻
を
愛い

と

し
め
と
諭
し
て

ゆ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

名
を
呼
べ
ば
右
手
を
上
げ
て
走
り
来
る
孫
の
笑
ま
ひ
に
心

支か

ひ
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

嬰み
ど
り
ご児
は
泣
き
つ
つ
目
覚
む
わ
が
曾
孫
静し

じ
ま寂
を
破
る
い
と
ほ

し
き
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
ノ
下
典
子

幼
き
日
枇
杷
の
木
に
登
り
甘
き
実
を
共
に
食
ひ
た
る
亡い

も
う
と妹

な
つ
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

小
浜
港
の
海
面
に
浮
か
ぶ
流
れ
藻
に
鰡ぼ

ら

の
稚
魚
群
れ
き
ら

き
ら
光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

俳
句

青
梅
や
お
ち
た
る
ま
ま
の
空
家
な
ど　
　
　

笹
元　

政
美

桐
の
花
孕は

ら

む
娘こ

を
祝ほ

ぐ
島
の
家　
　
　
　
　

桐
野　

眞
実

短
歌

歩
く
道
心
ろ
正
し
く
成
す
な
れ
ば
成
す
事
な
ど
は
間
違
な

き
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

さ
わ
さ
わ
と
蓮
の
葉
ゆ
ら
す
池
の
亀
ま
だ
ま
だ
自
然
残
り

て
ゆ
た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

町
長
動
静　

５
月

１
日　

長
島
町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
（
水
俣
市
）

２
日
‐
５
日　

町
村
会
海
外
研
修
視
察
（
台
湾
）

８
日　

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
実
行
委
員
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
「
観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運
動
」
表
彰
祝
賀
会
（
町
内
）

12
日　

鹿
児
島
県
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

鹿
児
島
県
町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

13
日　

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式
（
指
江
庁
舎
）

14
日　

県
内
市
町
村
新
任
課
長
研
修
会
講
演
（
鹿
児
島
市
）

15
日　

鹿
児
島
県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

18
日　

鹿
児
島
県
企
業
誘
致
推
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

自
民
党
過
疎
対
策
特
別
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
（
鹿
児
島
市
）

22
日　

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
第
17
回
通
常
総
代
会
（
出
水
市
）

　
　
　

獅
子
島
振
興
会
（
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
（
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

鷹
巣
土
地
改
良
区
総
代
会
（
太
陽
の
里
）

25
日　

マ
ル
イ
農
協
通
常
総
会
（
出
水
市
）

27
日　

長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
（
長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

鹿
児
島
県
漁
港
漁
場
協
会
通
常
総
会
（
鹿
児
島
市
）

28
日　

県
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会
出
水
支
部
総
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

長
島
町
観
光
協
会
総
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

農
業
農
村
整
備
計
画
説
明
会
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　

出
水
地
区
教
育
振
興
会
総
会
（
出
水
市
）

29
日　

長
島
町
議
会
臨
時
会
（
長
島
町
役
場
）

　５月から７月にかけて、鮮やかな黄色の花をつけるオオキンケイギク。
九州各地の道端や河原などでよく見かけます。しかし、きれいな花だから
といって、自宅の庭や花壇に植えてはいけません。
　オオキンケイギクは、日本の生態系に重大な影響をおよぼすおそれがあ
る植物として、外来生物法による「特定外来生物」に指定され、栽培、運
搬、販売、野外に放つことなどが禁止されています。

　北米原産のオオキンケイギクは、あまりの
強
きょうじん

靭さのために一度定着すると、在来の野草を
駆逐し、辺りの景観を一変させてしまう性質を
持っています。そのため、人の手でこれ以上広
げないようにするため、環境省は平成 18 年２
月、特定外来生物に指定しました。

こ
の
植
物
を
植
え
た
り
、

広
げ
た
り
す
る
こ
と
は
違
法
で
す

　違反した場合、最高で個人は
懲役３年以下もしくは 300 万
円以下の罰金、法人は１億円以
下の罰金が科せられます。

なぜ特定外来生物に指定されたのか？

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
地
方
環
境
事
務
所
野
生
生
物
課

　

℡
０
９
６
（
２
１
４
）
０
３
３
９
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INFORMATION

防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

　

平
成
21
年
度
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
日
時

　

７
月
29
日
（
水
）・
30
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
場
所

　

阿
久
根
市
民
会
館
第
１
会
議
室

○
募
集
人
員
＝
30
人

○
申
込
受
付
期
間

　

６
月
22
日
（
月
）
～
７
月
21
日

　
（
火
）

　

※
郵
送
は
７
月
21
日
（
火
）
消

　
　

印
有
効

○
受
講
料
＝
３
、
５
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
警
防
課

　

予
防
係　

℡
（
72
）
０
１
１
９

　

東
分
遣
所　

℡
（
86
）
0
１
１

　

９

　

長
島
分
遣
所　

℡
（
88
）
５
３

　

３
３

３
Ｒ
促
進

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

３
Ｒ（
廃
棄
物
の
発
生
抑
制（
Ｒ

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
）、
再
使
用
（
Ｒ
ｅ

ｕ
ｓ
ｅ
）、
再
生
利
用
（
Ｒ
ｅ
ｃ

ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
））
促
進
に
関
す
る
啓

発
活
動
を
目
的
と
し
て
、
３
Ｒ
促

進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
募
集
区
分

・
小
学
生 

低
学
年
の
部

・
小
学
生 

高
学
年
の
部

・
中
学
生
の
部

○
応
募
規
格

　
　

四
つ
切
画
用
紙
ま
た
は
Ｂ
３

　

版
と
し
、
画
材
は
特
に
問
い
ま

　

せ
ん
。

○
応
募
上
の
注
意

・
作
品
は
折
っ
た
り
、
丸
め
た
り

　

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

　

属
し
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
主
催
者
等
が
作
成
す
る
広
報
用

　

の
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

等
に
学
校
名
や
氏
名
が
掲
載
さ

　

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
応
募
締
切

　

９
月
１
日
（
火
）

○
表
彰

・
最
優
秀
賞
１
点

・
優
秀
賞
５
点

・
佳
作
15
点

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
１
０
７

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

図
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
洋
環
境

保
全
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
小
中
学
生
を
対
象

に
「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
図

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま

す
。

○
応
募
締
切

　

９
月
８
日
（
火
）
必
着

○
対
象
者
＝
小
・
中
学
生

○
応
募
規
定

　

作
品
の
大
き
さ
は
画
用
紙
四
つ

切
か
ら
八
つ
切
。
用
紙
や
画
材
の

種
類
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
破
損
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
立
体
的
な
作
品

は
除
き
ま
す
。

○
応
募
上
の
注
意

　

入
選
作
品
は
著
作
権
が
主
催
者

に
帰
属
し
ま
す
の
で
返
却
で
き
ま

せ
ん
。
入
選
作
品
を
除
く
作
品
に

つ
い
て
返
却
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
６
‐
０
０
３
６

　

い
ち
き
串
木
野
市
浦
和
町
54
‐
１

　

串
木
野
海
上
保
安
部
警
備
救
難
課

　

℡
０
９
９
６
（
62
）
３
５
９
２

交
通
事
故
に
あ
っ
て

困
っ
た
と
き
の
ご
相
談

　

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

で
は
、
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
を
全
国
に
設
置
し
、
交
通

事
故
で
お
困
り
の
方
々
の
自
賠
責

保
険
や
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求

に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
県
内
相
談
セ
ン
タ
ー

　

鹿
児
島
自
動
車
保
険
相
談
セ
ン

　

タ
ー

○
相
談
日
時

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
弁
護
士
相
談

　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
４
時

　
（
予
約
制
・
要
面
談
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
自
動
車
保
険
相
談
セ
ン

　

タ
ー

　

℡
０
９
９
（
２
５
２
）
３
４
６
６

６
月
は
町
県
民
税
（
普
通
徴

収
分
）
第
１
期
分
の
納
付
月

　

平
成
21
年
度
の
町
県
民
税
額
が

決
定
し
ま
し
た
。
６
月
は
第
１
期

分
の
納
付
月
で
す
。
納
税
通
知
書

と
納
付
書
を
各
地
区
の
納
税
組
合

長
宛
て
に
ま
と
め
て
発
送
し
ま
す

の
で
、納
期
限
の
６
月
30
日
（
火
）

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
県
民
税
は
、
一
般
的
に
住
民

税
と
呼
ば
れ
、
県
や
町
の
仕
事
に

必
要
な
経
費
を
広
く
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
負

担
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
税
金
で

す
。

○
納
め
る
人
は

①
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
長

　

島
町
内
に
住
所
の
あ
る
人

②
長
島
町
内
に
住
所
は
な
い
が
、

　

事
務
所
や
事
業
所
、
家
屋
敷
の

　

あ
る
人

○
納
め
る
額
は

・
均
等
割
額
＝
年
額
４
５
０
０
円

　

県
民
税
＝
１
５
０
０
円

　
（
う
ち
５
０
０
円
は
森
林
環
境
税
）

　

町
民
税
＝
３
０
０
０
円

・
所
得
割
額

　

前
年
の
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控

除
や
扶
養
控
除
等
の
控
除
を
行
っ

た
課
税
標
準
額
（
課
税
の
対
象
と

な
る
金
額
）
を
も
と
に
算
出

※
県
民
税
＝
課
税
所
得
金
額
の
一

　

律
４
％
の
額

※
町
民
税
＝
課
税
所
得
金
額
の
一

　

律
６
％
の
額

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
町
民
税
係

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
１
２
７

韓
国
吉
祥
面
訪
問
を
延
期

　

町
で
は
、
友
好
姉
妹
盟
約
を
結

ん
で
い
る
韓
国
吉
祥
面
に
本
年
８

月
、
友
好
親
善
訪
問
団
を
派
遣
す

る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
日
本
国
内
で

感
染
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
派
遣

を
延
期
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

経
路
や
範
囲
が
明
確
で
な
く
、
韓

国
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
最
優
先
に

考
え
た
結
果
で
す
。

　

今
回
は
訪
問
を
延
期
し
ま
し
た

が
、
町
は
今
後
も
両
国
が
相
互
信

頼
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
国
際
交
流

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
国
際
交
流
係

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
２
５
６

　　毎年７月は社会を明るくする運動強化月間

人は変われる。一緒なら。

　

毎
年
７
月
を
『
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
』
強
化
月
間
と
定
め
、

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の

よ
う
に
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
は
す
べ
て
の
人
の
望
み
で

す
。
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
取
り
締
ま
り
を
強
化

し
て
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
を

処
罰
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
立
ち
直
ろ
う
と
決

意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ
て

い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や
非
行
を
す

る
人
を
生
み
出
さ
な
い
家
庭
や
地

域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
、
ま
た

と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

「おかえり。」の気持ちが　
犯罪や非行を繰り返させない
第一歩になるのです。
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

がしま会が販売協力な 第５回関西鹿児島ファンデー

かしの遊びに挑戦
こどもの日無料開放デー

唐小で 30 匹の鯉のぼりが泳ぐ伊 ＰＴＡに呼びかけ集まる

　関西在住の鹿児島県関係者の親睦と鹿児島の魅力を
ＰＲする「第５回関西鹿児島ファンデーが」５月 24 日、
大阪府の京セラドーム大阪で開催されました。当日は、
当初の予想を上回る 3 万 2000 人の来場者を集め、ス
テージでの催しや物産観光展で盛り上がりました。
　物産観光展では、本県関係市町村や企業、団体など
200 を超えるブースが立ち並ぶなか、本町ブースは関
西ながしま会の皆さんが焼酎や赤巻、ジャガイモ、ブ
リ、アオサ、味噌などの販売に協力してくださり、大
盛況でした。

　こどもの日の５月５日、長島町歴史民俗資
料館は無料開放デーを実施しました。当日は
好天に恵まれ、約 50 人の家族連れが来場し、
昔の遊びや長島の歴史にふれる機会となりま
した。
　会場では、「むかしの遊び体験」として長
島町文化財保護審議会（林季治会長）の皆さ
んが竹とんぼや水でっぽう、かざぐるまなど
の作り方、遊び方を実技指導しました。子ど
もたちは慣れないナイフをにぎって竹とんぼ
づくりに挑戦したり、自作のかざぐるまを回
したりして遊んでいました。
　保護者らは、職員から館内の展示物の説明
を受け、「長島にこんな歴史があったのか」
と感心していました。
　同資料館では、来年も「こどもの日無料開
放デー」を実施する予定です。

　伊唐小学校は４月 28 日から５月下旬まで校内に鯉
のぼりを掲げました。
　長島には「男の子が生まれたら、初節句に親戚が鯉
のぼりを贈る」という風習があります。この伝統を児
童たちに伝えようとＰＴＡに呼びかけたところ、各家
庭のタンスなどに眠っていた 30 匹ののぼりが集まり、
運動場に飾り付けました。児童たちは空高く泳ぐ鯉た
ちから元気をもらっていたようです。
　５年生の堂﨑慶次郎君は「ジャンプしたらしっぽに
触れるのが楽しい。飾ってもらってうれしいです」と
喜んでいました。

↑竹を使って竹とんぼや水でっぽうをつくる参加者たち

↓新型インフルエンザの影響で関西ながしま会が販売を担当

↑鯉のぼりの下で元気に遊びまわる児童たち

む

ざされた長高跡地を初活用
陸上自衛隊が防災訓練

どもたちを守るための訓練子 不審者対応合同研修会

サゴの稚魚 1 万５千尾放流カ 離島漁業再生交付金事業の一環

閉

↑幣串漁港で一列にならび稚魚を放流する児童たち

　平成 19 年３月に閉校した長島高校跡地を拠点とし
て５月 12 日から 15 日の４日間、陸上自衛隊が防災
訓練を実施しました。
　訓練に訪れたのは、大規模災害発生時などに本町の
復旧を直接担当する国分駐屯地第 12 普通科連隊第２
中隊です。今回は町内の地形探察や沿岸監視、野外炊
事訓練などを行いました。
　町では、同校跡地の活用方法について、県と協議を
進めています。

　阿久根警察署の協力により、町教育委員会は５月
13 日に獅子島中学校、14 日に長島中学校で不審者対
応合同研修会を開きました。
　教職員を対象としたこの研修会には、町内の各学校
から管理職や安全指導係などが出席。「“刃物を持った
不審な男” が学校に侵入してきた」を想定し、さすま
たを使った取り押さえ訓練などを実施しました。想定
どおりにはいかないことも多く、参加者は改めて訓練
の重要性を感じていました。

　稚魚放流を通して、自然保全の精神を培お
うと幣串小学校は５月 29 日、地元漁業者の
協力により、カサゴ（アラカブ）の稚魚を放
流しました。
　この取り組みは、「離島漁業再生交付金
事業」の一環で、児童たちは幣串漁港のご
みを拾った後、浮桟橋周辺でカサゴの稚魚
１万５千尾を海へ放ちました。
　放流に先立ち幣串地区漁協総代の割地一人
さんが「ごみ拾いなどで港をきれいにしてく
れてありがとう。きれいになった港で、カサ
ゴが大きくなるのを楽しみにしていてくださ
い」とあいさつ。児童たちが「かわいいなあ。
元気に大きくなってね」と稚魚をゆっくり海
へ放つと、体長５センチほどの稚魚たちは元
気よく幣串の海に泳ぎだしました。

↓特殊車両を使用して炊事訓練する隊員

↑不審者役の警察官を取り押さえる教職員（長島中学校）
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観光まごころ県民運動

関西ながしま会が町へ寄附金

↑
川
添
町
長
に
寄
附
金
を
手
渡
す
川
畑
会
長

し
た
。

　

川
畑
会
長
は
「
少
な
い
で
す

が
、
故
郷
を
思
う
気
持
ち
を
受

け
取
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

さ
れ
、
川
添
町
長
は
「
景
観
づ

く
り
な
ど
、
長
島
の
た
め
に
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

４
月
に
大
阪
府
で
第
２
回
交

流
会
が
開
催
さ
れ
た
関
西
な
が

し
ま
会
（
川
畑
清
勝
会
長
）
か

ら
、
本
町
へ
寄
附
金
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
、
同
会
の
川
畑
会

長
が
町
長
室
を
訪
問
さ
れ
、
川

添
町
長
に
寄
附
金
を
手
渡
し
ま

　

観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運
動
推
進

会
議
（
会
長
＝
伊
藤
祐
一
郎
県
知

事
）
の
会
長
表
彰
を
長
島
町
建
友

会
（
福
山
義
弘
会
長
）
が
受
賞
し
、

５
月
８
日
、
鹿
児
島
市
の
県
庁
知

事
室
で
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
民
総
ぐ
る
み
で
観
光
客
を
温

か
く
親
切
に
迎
え
よ
う
と
「
観
光

ま
ご
こ
ろ
県
民
運
動
」
が
創
設
さ

れ
、
同
会
議
は
平
成
15
年
か
ら
お

も
て
な
し
や
き
れ
い
な
観
光
地
づ

く
り
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団

体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

町
が
推
進
し
て
い
る
「
ぐ
る
っ

と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
づ
く
り
事

業
」
に
積
極
的
に
協
力
し
、
自
前

で
施
工
し
た
石
積
み
の
花
壇
を
管

理
し
て
い
る
同
建
友
会
。
今
回
の

表
彰
は
、
日
ご
ろ
か
ら
研
修
会
や

独
自
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

て
、
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
美
し
い

町
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
福
山
会

長
は
「
郷
土
愛
で
続
け
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
長
島
を
訪
れ
る

人
々
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

故
郷
を
思
う
気
持
ち
を

受
け
取
っ
て

「観光まごころ県民運動」会長表彰

長島町建友会が受賞

↓伊藤会長から表彰される福山会長

　少子化などの影響を受け、町内でスポーツを楽しむ子どもたちが減少し
ています。こんな中、長島町体育協会剣道部はさまざまな活動を展開して、
競技人口を増やそうと頑張っています。
　子どもたちの指導を手がけ、人間教育に取り組む剣道部の活動を追いま
した。

　

競
技
人
口
の
減
少
に
は
、
少
子
化
の

影
響
が
あ
り
ま
す
が
、
派
手
で
、
格
好

い
い
競
技
に
選
手
が
流
れ
る
傾
向
に
も

あ
り
ま
す
。「
痛
い
」「
き
つ
い
」
は
敬

遠
さ
れ
、
鍛
錬
が
求
め
ら
れ
る
競
技
は

受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
よ
う
と

長
島
町
体
育
協
会
剣
道
部
（
濱
利
範
部

長
）
は
、
マ
ン
ダ
リ
ン
旗
争
奪
剣
道
大

会
の
開
催
や
早
朝
稽
古
、
合
同
練
習
を

重
ね
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
日
々
続
け
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
・
金
曜
日
に
は
、
平
尾
中
学

校
体
育
館
で
永
田
健
太
郎
先
生
を
中
心インタビュー

　最近は車社会で、親が楽をしていると思
います。子どもは小さいころからコツコツ
と努力を重ねることが大事です。剣道は人
生の教育、人間形成の道です。自分のすべ
てを出し切ることができます。これからは
楽をせず踏ん張って、現代社会に負けない
人を育てないといけません。剣道部にはこ
れまで個人戦で全国へ行った人もいます。
この経験は人間の財産となり、社会で貢献
できる人に育ってくれます。子どもたちに
は汗をかいて、魂を修練してほしいです。
まだまだ、自分自身も勉強です。

と
し
た
朝
稽
古
、
多
目
的
ホ
ー
ル
洗
心

館
で
は
、
小
学
生
が
月
・
水
・
金
曜
日

の
夕
方
、
中
学
生
が
月
か
ら
金
曜
日
の

夕
方
と
土
曜
日
の
午
前
中
、
濱
部
長
や

先
輩
た
ち
の
指
導
を
受
け
て
、
活
発
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
先
輩
た
ち
の
指
導
や
熱

意
に
支
え
ら
れ
て
き
た
鷹
巣
中
学
校
剣

道
部
キ
ャ
プ
テ
ン
の
石
田
愛
莉
さ
ん
は

「
苦
し
い
と
き
は
仲
間
同
士
で
励
ま
し

合
っ
て
い
ま
す
。
大
会
で
は
長
島
の
代

表
と
し
て
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
大
会
出
場
に
張
り
切
り
、
後
輩

の
入
部
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

「若者には負けん」と、毎日午後５時から７時
まで２時間の稽古をなす濱部長

ま
だ
ま
だ
自
分
自
身
も
勉
強
で
す

長島町体育協会剣道部の挑戦

剣
道
は
人
間
形
成
の
道

競技者増へ頑張れ剣道部

　

町
内
で
は
こ
こ
数
年
、
剣
道
の
競
技

人
口
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
汐
見
、
蔵

之
元
、
川
床
、
幣
串
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
な
く
な
り
、
長
島
、
平
尾
、

川
床
中
学
校
の
部
活
動
も
途
絶
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

鷹
巣
中
学
校
剣
道
部
は
、
出
水
・
伊

佐
地
区
中
学
校
総
合
剣
道
大
会
と
県
中

学
校
剣
道
大
会
の
優
勝
を
目
指
し
、「
心

を
一
つ
」
に
し
て
懸
命
に
稽
古
に
励
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
部
は
両
大
会

を
終
え
て
３
年
生
部
員
５
人
が
抜
け
る

と
、
２
年
生
部
員
３
人
と
な
り
、
先
鋒

か
ら
大
将
ま
で
５
人
揃
っ
て
の
大
会
出

場
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

濱　利範さん（宮ノ浦）

長島町体育協会剣道部長
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（　）内は前月比

Interview

獅子島架橋はみんなの願い
インタビュー

No.

 わ

が
ま

ち
の景観

づ
く

り

人　口　  11,769( -11)
男　性　　5,657(  +1)
女　性　　6,112( -12)
世　帯　　4,394(   -1)

平成 21 年 5 月 31 日現在

■
編
集
後
記

▽
最
近
、
鮮
や
か
な
花
に
目
が
い
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

ま
っ
た
く
興
味
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
花
壇
を
管

理
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

ち
ょ
っ
と
気
を
抜
く
と
、
花
壇
は
す

ぐ
に
草
に
覆
わ
れ
ま
す
。
毎
日
の
よ

う
に
草
取
り
や
水
撒
き
を
さ
れ
て
い

る
か
た
を
見
か
け
る
と
、
頭
が
下
が

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
濱
口
）

◇
獅
子
島
架
橋
実
現
の
た
め
に

　

獅
子
島
へ
は
港
湾
工
事
で
よ
く
行
っ

て
い
ま
し
た
。
島
を
一
周
す
る
道
路
が

自
衛
隊
の
協
力
で
つ
く
ら
れ
た
の
を
記

憶
し
て
い
ま
す
。

　

昔
は
、
伊
唐
島
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
船

で
仕
入
れ
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
船

賃
の
分
だ
け
安
く
買
っ
て
い
ま
し
た
。

橋
が
架
か
っ
て
か
ら
は
長
島
と
同
じ
値

段
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
済

効
果
な
ど
を
算
出
し
、
説
得
力
を
持
っ

て
国
等
へ
要
望
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

若
い
人
は
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
黒
之
瀬
戸
大
橋

が
架
か
る
前
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
橋

の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
ま
す
。
獅
子
島

の
人
だ
け
で
な
く
、
町
民
全
体
で
架
橋

実
現
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

新
た
な
作
物
栽
培
な
ど
を
提
案
し
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
普
及
す
る
な

ど
、
私
も
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

説得力を持って要望を

　

町
が
進
め
て
い
る
景
観
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
緊
急
雇
用
対
策

で
雇
用
さ
れ
た
作
業
員
に
よ
る
石

積
み
や
木
の
伐
採
な
ど
の
作
業
が

着
々
と
進
み
、
町
内
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
美
し
い
眺
め
と
石
垣
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
道
路
沿
い
の
花
壇
も

春
か
ら
夏
、
秋
へ
の
植
え
替
え
が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
た

く
さ
ん
の
方
々
に
賛
同
い
た
だ

き
、
ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
多
く
の
方
々
の
力
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
宅
で
で
き
る
美
し

い
町
づ
く
り
と
し
て
、
現
在
、
家

庭
で
育
て
て
お
ら
れ
る
花
を
、
プ

ラ
ン
タ
ー
な
ど
に
植
え
て
道
路
沿

い
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
せ
っ

か
く
き
れ
い
に
咲
い
た
花
を
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

町
で
は
、
こ
の
活
動
を
「
マ
イ

プ
ラ
ン
タ
ー
運
動
」
と
名
付
け
、

無
理
を
せ
ず
長
続
き
す
る
活
動
と

し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
プ
ラ
ン
タ
ー
は
交
通
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
場
所
へ
の
配
置

を
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
、
こ
の

活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
自
慢
の
お
花
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
事
業
推
進

課
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

花
の
種
ま
き
を
し
ま
せ
ん
か

　

町
で
提
供
で
き
る
花
の
苗
は
本

数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
花
壇
に
十

分
植
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
分
で

種
ま
き
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
種

か
ら
育
て
た
花
は
、
と
て
も
愛
し

く
感
じ
る
も
の
で
す
。
種
や
花
に

つ
い
て
の
相
談
は
事
業
推
進
課
景

観
係
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
事
業
推
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美しい町づくり
町民一人ひとりの力で

獅子島架橋建設促進期成会理事
長島町農業委員会

会  長　　井手　　さん (75)

ナ
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等
は
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個
人
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報
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の
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め
掲
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て
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ん
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了
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さ
い
。
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日 月 火 水 木 金 土

２００９

お知らせカレンダー
広報ながしま７月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

  ６/２８ ３ ４

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１   ８/１

  ６/２９   ６/３０ １ ２
◎三種混合

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331 ■出水総合医療センター 67-1611

○平尾診療所 88-2595
○福留歯科医院 62-0978

□Ｄ・ＭＬ五万石薬局 63-8800

□市民調剤薬局 68-0150

■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●上園医院 73-1055

◎子宮・乳がん検診
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

◎心配ごと相談
（保健福祉センター）

（長生園）
◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331 ■キッズクリニック 63-7707

○飯尾医院 88-5040
○しお歯科医院 67-5844

□かしま薬局 63-3970

□中央薬局 73-2907

■キッズクリニック 63-7707

◎子宮・乳がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●脇本病院 75-2121 ■こどもクリニック永松 64-1500

○鷹巣診療所 86-0054
○橋口歯科医院 63-2330

□エンジェル薬局 65-7637

□さくら薬局 63-7700

□阿久根薬局 72-1017

□長島調剤薬局 64-5555

■こどもクリニック永松 64-1500

　　　　　海の日

○平尾診療所 88-2595
○村岡歯科医院 62-0601

□しもずる薬局 64-2211

□かりん薬局 64-1400

□上野薬局 72-1016

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

◎特定健診・胃がん検診
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○徳森歯科医院 67-3608

□こがね薬局 64-1132

□のぞみ薬局 73-2131

□しおかぜ薬局 88-6011

■出水総合医療センター 67-1611

◎特定健診・胃がん検診
◎ＭＲ
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●内山病院 73-1551

●７月 20日は海の日です。
　「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う」ことを趣旨としています。

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

祝日には、国旗を掲げましょう！

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）




